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なまえ 　 がつ　 にち てん  / 20

1 長い 意見文は どう 書くと 読みやすい?

ア 行を あけない イ 全部 一つの 段落に する ウ 内容ごとに 段落を 分ける

エ 題名を 何度も 書く こたえ 

2 意見文の 題名は どうすると よい?

アできるだけ 長くする イ 内容が 分かる 題名に する ウ 関係ない 題名に する

エ付けない こたえ 

3 書いた 後の 見直しで する ことは?

ア 間違いや 分かりにくい ところを 直す イやぶって 捨てる ウ 題名を 消す

エ 見ずに 出す こたえ 

4 同じ 言葉の くり返しが 多い ときは?

ア別の 言い方に 直す イもっと 増やす ウ 消して 短くだけ する エそのままに する

こたえ 

5 意見文では 自分の 立場を?

ア 何度も 変える イあいまいに する ウ書かない エはっきり させる こたえ 

6 まとめを のべる ときに 使う 言葉は?

アところで イたとえば ウときどき エこのように こたえ 

7 グラフを 使う ときに 大切なのは?

ア 説明は いらない イ 大きく かくだけ ウ 色を たくさん 使う エ 何の グラフか 説明する

こたえ 

8 意見文の 書き出しで よいのは?

アまとめを 先に 全部 書く イなぞかけ ウ 関係ない 思い出

エこれから のべる 話題を 示す こたえ 

いけん ぶん か

なが いけん ぶん か よ

ぎょう ぜんぶ ひと だんらく ないよう だんらく わ

だいめい なんど か

いけん ぶん だいめい

なが ないよう わ だいめい かんけい だいめい

つ

か あと みなお

まちが わ なお す だいめい け

み だ

おな ことば かえ おお

べつ い かた なお ふ け みじか

いけん ぶん じぶん たちば

なんど か か

つか ことば

つか たいせつ

せつめい おお いろ つか なに せつめい

いけん ぶん か だ

さき ぜんぶ か かんけい おも で

わだい しめ



9 意見文を 内容の まとまりごとに 分けた ものを 何という?

ア 句点 イ 題名 ウふりがな エ 段落 こたえ 

10 意見文の 文末は どちらが よい?

ア 「〜と 考える」と 言い切る イ 「〜だよね?」と 問いかける ウ 「〜かも」で ぼかす

エとちゅうで やめる こたえ 

11 意見文で 気を 付けるのは?

ア 事実は 書かない イ 全部 事実に する ウ 事実と 自分の 考えを 分けて 書く

エ 全部 想像で 書く こたえ 

12 反対意見の 人にも 伝えるには?

ア 反対意見は 無視する イ話題を 変える ウ 反対意見にも 触れて 答える エ 悪口を 書く

こたえ 

13 意見文と 感想文の 違いは?

ア感想文には 主語が ない イ 違いは ない ウ意見文は 理由を あげて 主 張する

エ意見文は 絵を かく こたえ 

14 よい 題名の 付け方は?

ア 記号だけに する イできるだけ 長くする ウ 内容や 主 張が 分かる ものに する

エ 関係ない 名前にする こたえ 

15 「〜と思う。なぜなら 〜からだ。」の「〜からだ」が 表すのは?

アあいさつ イ予想 ウ 命令 エ理由 こたえ 

16 意見文を 書くとき 一番 考えると よいのは?

ア書く 速さ イ 読む人に 伝わるか ウ 字の 大きさだけ エページ数 こたえ 

17 読む人が 反対の 立場かも しれない とき よいのは?

ア 強い 言葉で せめる イあきらめる ウ理由を 丁寧に 説明する エ 無視して 書く

こたえ 

いけん ぶん ないよう わ なん

くてん だいめい だんらく

いけん ぶん ぶんまつ

かんが い き と

いけん ぶん き つ

じじつ か ぜんぶ じじつ じじつ じぶん かんが わ か

ぜんぶ そうぞう か

はんたい いけん ひと つた

はんたい いけん むし わだい か はんたい いけん ふ こた わるぐち か

いけん ぶん かんそうぶん ちが

かんそうぶん しゅご ちが いけん ぶん りゆう しゅちょう

いけん ぶん え

だいめい つ かた

きごう なが ないよう しゅちょう わ

かんけい なまえ

おも あらわ

よそう めいれい りゆう

いけん ぶん か いちばんかんが

か はや よ ひと つた じ おお すう

よ ひと はんたい たちば

つよ ことば りゆう ていねい せつめい むし か



18 理由を のべるときに 使う つなぎ言葉は?

アなぜなら イまさか ウところで エたぶん こたえ 

19 文の 終わりを 意見文らしく そろえるには?

ア 「〜かな?」で しめる イ 題名で しめる ウとちゅうで やめる

エ 「〜と考える」「〜べきだ」などで しめる こたえ 

20 具体例を あげる ときに 使う 言葉は?

アしかし イところが ウたとえば エけれども こたえ 

りゆう つか ことば

ぶん お いけん ぶん

だいめい

かんが

ぐたい れい つか ことば



こたえ　しょう5 こくご「意見文を 書く」 その1

1  ウ 内容ごとに 段落を 分ける

2  イ 内容が 分かる 題名に する

3  ア 間違いや 分かりにくい ところを 直す

4  ア 別の 言い方に 直す

5  エ はっきり させる

6  エ このように

7  エ 何の グラフか 説明する

8  エ これから のべる 話題を 示す

9  エ 段落

10  ア 「〜と 考える」と 言い切る

11  ウ 事実と 自分の 考えを 分けて 書く

12  ウ 反対意見にも 触れて 答える

13  ウ 意見文は 理由を あげて 主張する

14  ウ 内容や 主張が 分かる ものに する

15  エ 理由

16  イ 読む人に 伝わるか

17  ウ 理由を 丁寧に 説明する

18  ア なぜなら

19  エ 「〜と考える」「〜べきだ」などで しめる

20  ウ たとえば


